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編集 

社会福祉協議会広報委員会 

この「社協だより」は共同募金の配分金によって作成されたものです。 

８月に開催された児童館まつり。 

シャボン玉ショーやマジックショー、あそびの 

コーナーなど、たくさんの子どもたちと保護者 

のみなさんに楽しんでいただけたようです。 



令和6年10月1日社　　協　　だ　　よ　　り(2)   第 6 6 号

(赤い羽根データベース『はねっと』をご覧ください。) 

福岡県共同募金会小竹町支会 電話(62)-2028  FAX(62)-0964 
総合福祉センター内 

戸 別 募 金 

歳末たすけあい募金 

１世帯   550円 

１世帯    20円 
※戸別募金及び歳末たすけあい

募金については、自治会長さん

にご協力をお願いしております。

皆様よろしくお願いいたします。 

法人・大口募金 

小竹町社協役員及び評

議員が企業等にお願い

に伺います。 

資材募金（３種類） 

バッジ           ,500円 
クオカード 1,000円 

図書カード 1,000円 

※町総合福祉センターで取り

扱っておりますので、ご協力

お願いいたします。 

街 頭 募 金 

● 10月18日（金）10時３0分～11時３0分 トライアル小竹店前 

● 11月10日（日）10時３0分～11時３0分 中央公民館前（町民まつり会場） 

共 同 募 金 の 内 容 

お立ち寄りの際は 

ご協力お願いします！ 

令和５年度募金の実績に対

して、福岡県共同募金会か

ら 1,870,800 円の配分が

あり、福祉事業等に使わせ

ていただいております。 

295,000円 

一般配分金 
（地域福祉活動事業） 

280,000円 

1,870,800円 

使
途
内
訳
 

875,800円 住民全般福祉 

高齢者福祉 

障がい児・者福祉 

児童・青少年福祉 

420,000円 

赤い羽根共同募金配分金及び使途内訳 



令和6年10月1日 社　　協　　だ　　よ　　り (3)   第 6 6 号

現在小竹町児童館内には【児童館】と【小竹町地域子育て支援センター】があ

り、それぞれに利用時間や行事が異なります。『児童館だより』と『子育て支

援センターだより』が小竹町社会福祉協議会のホームページに掲載されますの

で、確認をしてたくさん利用してください！ 

利用時間 

月～土曜日：１０時００分 から１７時３０分まで 

※ただし、４月から７月までの間で、土曜日と学校長期休業日

以外の日は利用時間が次のとおり変わります。 

１０時３０分から１８時００分まで 

休館日 日曜日、祝日、8月13日～15日、12月29日～1月3日 

利用時間 

休館日 土曜日、日曜日、祝日、8月13日～15日、12月29日～1月3日 

月～金曜日：１０時００分 から１６時００分まで 

※土曜日にイベントを開催することがあります。 

※一時預かりは「小竹こども園りんごルーム内」で実施します。 

今まで児童館として使用して
いたスペースの半分を、現在
は支援センターの部屋として
使用しています。 

小竹消防出張所で『家庭での
安全対策』について話を聞か
せてもらいました。最後に消
防車の前でみんなで記念撮影。 

毎月のお誕生会。子どもとの
スキンシップはとっても大事。
わらべうたや手遊び、絵本な
どで優しい時間を過ごします。 

役場教育課主催のおはなし会。
はじめての人形劇に大喜び。
絵本クイズも楽しかったね！ 

ファミリーフェスティバル
実行委員主催のこども食堂。
笑顔もお腹もいっぱい♪ 

夏休みはニュースポーツに挑
戦。チームワークが大切なキ
ンボールはみんなで掛け声！ 



(4)   第 6 6 号 社　　協　　だ　　よ　　り 令和6年10月1日

小竹町社会福祉協議会の活動を紹介 part2 

小竹町社会福祉協議会が行っている事業の中から、今回は『共同募金事業』につい

て紹介します。これは１０月から１２月にかけて、みなさんにご協力をお願いして

いる【赤い羽根共同募金】からなる事業です。共同募金事業として使用することが

できる予算が、前年度の募金額に応じて福岡県共同募金会から配分されます。その

配分金を利用して、住民全般、高齢者、障がい者、児童、青少年福祉事業を行って

います。その中から３つご紹介します。 

毎月第２、第４金曜日の１３時から実施して

います。電話や事前予約は行っておらず、 

当日の８時３０分から１３時までの間、先 

着で番号札をお渡ししています。弁護士 

に依頼するか迷っていることや、今抱え 

ている問題にどのような解決策がある 

かわからないなど、依頼をする前にま 

ずは無料で相談してみてはいかがで 

しょうか。少しでも問題の整 

理ができるかもしれません。 

小竹町のボランティア団体『ふれあい

電話（やまびこ）』の会員さんたちが、

町内で一人暮らしをしている方々へ毎 
週木曜日に電話をかけ、“ちょっとした話

し相手”になっています。月に１回はご自

宅へお顔を拝見しに伺います。外出して 
人と話しをする機会が減ってしまった方や、

家族が仕事などで日中一人になり、心細く

感じている方と、少しでも人との繋がりを感 

じてもらえるよう活動を続けています。 

                  新型コロナウイルス感染症が広がる前までは、「一人暮らし 

老人ふれあいの集い」という名称で７５歳以上の方々を総合福祉センターへお招きし、交

流会をおこなっていました。ここ数年は、感染予防のため屋外でグラウンドゴルフ大会を

開催しました。現在は感染症もずいぶんと落ち着きをみせており、今後はまた別の企画

も考えていきたいと思っています。 

小竹町ボランティア連絡協議会 

町内在住もしくは小竹町に通勤通学をされ

ている方を対象に、小竹手話の会による手話

奉仕員養成講座（入門編）が７月１９日（金）

から１２月２０日（金）までの全２３回で、毎

週金曜日の午後７時３０分から午後９時まで、

小竹町役場２階（多目的室）にて無料で行われ

ています（別途テキスト代必要）。途中参加も

可能ですが、入門編を修了するには、一定の受

講が必要です。ご興味のある方は小竹町社会福

祉協議会までお問い合わせください。 



資金収支計算書 事業活動計算書

退職給付引当資産

財政調整積立資産

資産の部合計 106,124,925 負債及び純資産の部合計 106,124,925

当期活動増減差額(11)＝(7)+(10)

繰
越
活
動

増
減
差
額

当期末支払資金残高(11)+(12) 6,843,603

その他の積立金積立額（15）

次期繰越活動増減差額(18)＝(13)+(14)-(15)

純資産の部合計

次期繰越活動増減差額 28,639,422

福祉積立資産 （うち当期活動増減差額） △ 1,849,133

11,404,037

6,807,860

81,700,020

福祉積立金 6,807,860

次期繰越活動増減差額

28,639,422

貸 借 対 照 表
資産の部 負債の部

施設整備等支出計（5） サービス活動外増減差額(6)＝(4)-(5)

施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) 経常増減差額(7)＝(3)+(6)

そ
の
他
の

活
動
収
支

収
入 特

別
増
減

収
益

支
出

費
用その他の活動支出計（8） 特別費用計（9）

その他の活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) 特別増減差額(10)＝(8)-(9)

前期末支払資金残高（12）

当期資金収支差額合計(11)＝(3)+(6)+(9)-(10)

3,118,286

△ 1,694,470

施
設
整
備

等
収
支

収
入

△ 3,117,900

事

業

活

動

収

支

収

入

サ

ー

ビ

ス

活

動

増

減

収

益

費
　
　
用

支

出

事業活動支出計（2） サービス活動費用計（2）

事業活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) サービス活動増減差額(3)＝(1)-(2)

生活福祉資金特例貸付事業 2,328,139

共同募金事業収益

75,216,958

事業活動収入計（1） 80,164,137 人件費

受取利息配当金収入 201 その他の収益

町巡回バス運転業務事業収益

法人運営事業収入 31,253,962

28,639,422

機械及び装置 退職給付積立金 5,798,701

車輌運搬具 財政調整積立金 11,404,037

1

1,155,274

620,857

5,798,701

器具及び備品

　その他の固定資産 国庫補助金等特別積立金 28,050,000

構築物 その他積立金 24,010,598

建物

定期預金 資本金 1,000,000

66,799,402

1,000,000

25,786,731

1

純資産の部

固定資産 退職給付引当金 18,729,716

基本財産

立替金 職員預り金 541,564

仮払金 固定負債 18,729,716

48,800

0

93,586,133

67,799,402 負債の部合計 24,424,905

未収金 預り金 0

流動資産 流動負債 5,695,189

現金預金 事業未払金 2,013,757

12,538,792

11,519,687

960,700

9,605

支
出

費
用 サービス活動外費用（5）

587

積立資産取崩収入 0

△ 1,849,133

事業未収金 その他の未払金 3,139,868

車輌運搬具取得支出 1,320,690

31,757,708

その他の積立金取崩額（14） 0

134,809

△ 1,849,133

6,708,794

前期繰越活動増減差額（12） 33,606,841

当期末繰越活動増減差額(13)＝(11)+(12)

予備費（10） 0

0

3,117,900

0

0

サービス活動外収益計（4） 587

器具及び備品取得支出 373,780

0

サ
ー

ビ
ス
活

動
外
増
減

収
益

その他の活動収入計（7） 0

0

積立資産支出 3,117,900

特別収益計（8） 0

△ 1,849,720

0 受取利息配当金収益 587

4,947,179

施設整備等収入計（4） 0

1,694,470

0

その他の支出 0 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 1,650,000

82,013,656

助成金支出 1,355,000 返還金 3,357,515

返還金支出 3,357,515 減価償却費 7,301,698

25,045

その他の収入 25,045 サービス活動収益計（1） 80,163,936

7,585,556 事務費 12,678,826

事務費支出 12,678,826 助成金 1,355,000

51,385,061

人件費支出 50,240,061 事業費 7,585,556

事業費支出

共同募金事業収入 3,632,590

生活福祉資金特例貸付事業 2,328,139

経常経費寄附金収入 358,500 経常経費寄附金収益 358,500

児童館管理運営事業収入 4,209,000 児童館管理運営事業収益 4,209,000

ふれあいサロン事業収入 3,504,000 ふれあいサロン事業収益 3,504,000

3,632,590

放課後児童健全育成事業収入 19,915,200 放課後児童健全育成事業収益 19,915,200

配食サービス事業収入 3,995,500 配食サービス事業収益 3,995,500

生活管理指導員派遣事業収益 2,404,000

町巡回バス運転業務事業収入 8,538,000 8,538,000

令和6年10月1日 社　　協　　だ　　よ　　り (5)   第 6 6 号

勘 定 科 目 決算額 勘定科目 決算額

31,253,962

生活管理指導員派遣事業収入 2,404,000

法人運営事業収益



(6)   第 6 6 号 社　　協　　だ　　よ　　り 令和6年10月1日

小竹町社協の職員紹介 

社協だよりのお問い合わせ 

 社会福祉法人    

小竹町社会福祉協議会 
小竹町大字勝野3362番地 

 （小竹町総合福祉センター内） 

電話：６２－２０２８   FAX：６２－０９６４ 
email : kotakesyakyo@fukuoka.ne.jp 

小竹町社協ホームページ 

小竹町社会福祉協議会の 

活動状況や情報を今後も 

更新していきますので、 

ぜひご覧ください。 

http://kotakesyakyo.jp 

福祉巡回バスひまわり号 

ひまわり1号(青)と2号(白)が町内を巡回

していますので、ぜひご利用ください。 

【運行日】月曜日から金曜日の平日 
※土曜日は１号が１便から３便まで、２号が２便から

４便まで運行します。 

【運休日】日曜日、祝日、8/13～8/15、

12/29～1/3は運休です。 
※自然災害等で予告なく運休する場合があります。 

 

子育て支援センターの支援員２名です。

よろしくお願いします！ 

小島 ふみ 松尾 恭子 

夏休みには３学童合同で

『防犯教室』を実施しまし

た。今回は直方警察署にご

協力いただき、学校の行き

帰りや遊んでいる時に不審

者に遭遇したら、児童たち

はどのような行動をとるべ

きなのか、日頃から気をつ

けておかないといけないこ

となどを教えてもらいまし 

た。最後に子どもたちから警察官へ質問をさせていただきましたが、大人では

疑問に思わないようなことがいくつも質問されていて、子どもの発想力はすご

いなと感心させられました。令和７年度からは小学校統合に伴い、学童保育所

も統合されます。児童数の関係から２クラスへ分けられる予定ですが、児童数

が多いからできるイベントなども今後は支援員と考えていきたいと思います。 


